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海
開
き
、富
士
山
開
き
、半
夏
生

米
国
独
立
記
念
日

京
都 

八
坂
神
社
神
幸
祭

京
都 

松
尾
大
社
御
田
祭

七
夕

千
葉 

成
田
山
祇
園
会（
〜
７
日
）

東
京 

浅
草
寺
ほ
お
ず
き
市（
〜
10
日
）

盆
迎
え
火
、東
京 

靖
国
神
社
み
た
ま
祭(

〜
16
日
）

千
葉 

佐
原
の
大
祭
夏
祭
り

大
阪 

生
國
魂
神
社
い
く
た
ま
夏
祭(

11
日
〜)

、和
歌
山 

熊
野
那
智
大
社
扇
祭(

〜
14
日)

福
島 

伊
佐
須
美
神
社
田
植
祭(

〜
13
日)

海
の
日
、山
形 

出
羽
三
山
神
社
花
ま
つ
り

盆
送
り
火

大
暑
、福
井 

敦
賀
氣
比
神
宮
総
参
祭
、愛
媛 

宇
和
島
和
霊
大
祭（
〜
24
日
）

栃
木 

大
田
原
大
田
山
地
蔵
尊
夏
大
祭（
〜
24
日
）

土
用
の
丑
、大
阪
天
満
宮
天
神
祭(

〜
25
日
）

神
奈
川 

大
山
阿
夫
利
神
社
夏
季
大
祭
始
め

大
分 

宇
佐
神
宮
夏
大
祭（
〜
8
月
2
日
）

京
都 

下
館
祇
園
ま
つ
り（
〜
28
日
）

大
阪 

住
吉
大
社
住
吉
祭（
〜
8
月
1
日
）

福
岡 

博
多
祇
園
山
笠（
1
日
〜
15
日
）

山
口 

山
口
祇
園
祭(

〜
27
日
）、埼
玉 

熊
谷
う
ち
わ
祭（
〜
22
日
）

福
岡 

小
倉
祇
園
太
鼓(

〜
21
日
）

2024年6月8日
東洋経済オンライン

介護保険料が安い自治体ランキング
　
3
年
に
一
度
の
介
護
保
険
制
度
の

改
定
で
、
6
5
歳
以
上
が
支
払
う
介

護
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

住
ん
で
い
る
自
治
体
に
よ
っ
て
、
ま

た
所
得
に
よ
っ
て
支
払
い
金
額
が
異

な
る
も
の
で
、
全
国
平
均
は
3
年
前

の
改
定
時
よ
り
約
2
0
0
円
ほ
ど
高

く
な
り
、
6
2
5
5
円
だ
っ
た
。
介

護
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
自
治
体
ば

か
り
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
全
国
を

見
渡
せ
ば
安
く
な
っ
た
自
治
体
も
多

数
存
在
す
る
。
据
え
置
き
も
含
め
る

と
、
全
国
の
市
と
東
京
2
3
区(

合
計

8
1
5
自
治
体)
の
う
ち
、
約
2
8
0

に
の
ぼ
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、

徴
収
金
額
を
維
持
、
も
し
く
は
値
下

げ
し
た
自
治
体
に
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
べ
く
、
全
国
平
均
よ
り
も

安
い
保
険
料
で
あ
る
自
治
体
の

「
安
い
順
」
の
介
護
保
険
料
ラ
ン

キ
ン
グ
を
作
成
し
た
。
本
ラ
ン
キ

ン
グ
の
保
険
料
は
、
自
治
体
へ
の

取
材
を
も
と
に
し
て
お
り
、
厚
労

省
発
表
数
字
と
は
端
数
が
異
な

る
場
合
が
あ
る
。

北
海
道
の
自
治
体
が
ト
ッ
プ
5

　
介
護
保
険
料
が
安
い
自
治
体

ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
5
位
は
、
深

川
市
、
登
別
市
、
根
室
市
、
芦
別

市
、
室
蘭
市
と
い
う
結
果
で
北

海
道
の
自
治
体
が
占
め
た
。
人

口
に
占
め
る
6
5
歳
以
上
割
合

も
、
8
5
歳
以
上
の
割
合
も
、
ど

ち
ら
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
5
市
。
1
位
タ
イ
の
深
川
市

の
6
5
歳
以
上
割
合
は
4
3
％

を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
上
位
5
0
位
ま
で
の

自
治
体
を
集
計
す
る
と
、
県

別
で
は
、
北
海
道
1
1
、
愛
知

県
8
、
茨
城
県
6
、
千
葉
県

4
、
山
梨
県
3
と
な
っ
た
。
北

海
道
は
自
治
体
数
が
突
出
し

て
多
い
た
め
、
そ
こ
は
割
り
引

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
、
内
陸
部
な
ど
で
人

口
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
イ
メ
ー
ジ
あ
る
北
海
道
で
、

介
護
保
険
料
が
安
い
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。

介護保険料が安い自治体ランキング

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月

7月（文月・July）

１日（1968年）

郵便事業のオートメー
ション化を推進するた
めに３桁または５桁の
郵便番号が導入。

郵便番号制度が
実施される

2日（1951年）

1946 年に創設された
ユネスコ（国際連合教
育科学文化機関）に日
本が加盟する。

日本が
ユネスコに加入

3日（1990年）

1951 年のこの日、日本
で初めてソフトクリーム
が販売。これにちなん
で日本ソフトクリーム協
議会が制定。

ソフトクリーム
の日

4日（1951年）

第１回プロ野球オール
スターゲームの第１戦
が甲子園球場で開催さ
れ、巨人の川上哲治が
MVPを獲得。

初のプロ野球
オールスターゲーム開催

7日（1970年）

ファミリーレストラン
「すかいらーく」１号店
（国立店）が開店。日本
で最初のファミレスと
なる。

日本初の
ファミレスが開店

8日（1881年）

福沢諭吉門下の阿部泰蔵
らにより『有限明治生命
保険社（現：明治安田生
命）』が設立。日本初の近
代的生命保険会社となる。

日本初の
生命保険会社設立

9日（1955年）

ローラーコースターが
常設され、ジェット機
にちなんで「ジェット
コースター」と名付け
られる。

後楽園ゆうえんち
が開園

10日（1966年）

翌年 4月9日までの放
送で全 39 話。平均視
聴率は 36.8%、最高視
聴率は42.8%を記録し
た人気番組だった。

ウルトラマンが
放送開始

13日（1886年）

東経135度（兵庫県明
石市）を日本の標準時
として、翌々年の明治
21年１月１日より実施
することが決まる。

日本標準時が
制定される

14日（1965年）

アメリカの火星探査機
「マリナー４号」が火星
に最接近。史上初めて
地球以外の惑星表面の
撮影に成功。

史上初の火星の
表面撮影に成功

15日（1983年）

任天堂が家庭用ゲーム
機、ファミリーコンピュー
タ（ファミコン）を発売。
全世界で約６,２９１万台の
ヒット。

ファミコン
発売

16日（1885年）

この日開業した日本鉄
道東北本線の宇都宮駅
で、日本初の駅弁が発
売された。

駅弁記念日

19日（1960年）

長崎県出身の中山マサ
が第一次池田内閣に厚
生大臣として入閣。日
本初の女性閣僚となる。

日本初の
女性大臣誕生

20日（1969年）

アメリカの有人宇宙船
「アポロ 11 号」が月面
に着陸。人類が初めて
月面に降り立つ。

アポロ11号が
月面着陸

21日（1896年）

山陽鉄道会社が発行。
通常の往復料金の半額
を 25 倍にし、それを
半額にする算出方法。

日本初の
通学定期券発行

22日（1899年）

日本で著作権法（旧著
作権法）が制定。１ヶ
月後、著作権保護の基
本条約「ベルヌ条約」
に加盟。

日本の
著作権制度が創設

25日（1978年）

イギリスのオールダム
総合病院で世界初の体
外受精児（試験管ベ
ビー）が誕生。

世界初の
試験管ベビー誕生

26日（1945年）

アメリカ、イギリス、
中国の三国の首脳が日
本に対して発した第二
次世界大戦降伏勧告の
宣言。

ポツダム宣言
を発表

5日（1996年）

スコットランドのロス
リン研究所で、世界初
のほ乳類の体細胞ク
ローンである雌羊のド
リーが生まれる。

世界初のクローン羊
ドリーが誕生

6日（1925年）

零式艦上戦闘機（ゼロ
戦）の試作器による試
験飛行が始まる。海軍
の要求で堀越二郎が設
計。

ゼロ戦の日

11日（1968年）

創刊時は月２回発売、
翌年10月から週刊化さ
れた。1995 年には 653
万部という漫画雑誌の
最高発行部数を記録。

週刊少年ジャンプ 
が創刊

12日（1984年）

島根県の荒神谷遺跡で
弥生時代に製作された
とみられる銅剣を 358
本発見。すべて国宝に
指定された。

荒神谷遺跡で
多数の銅剣を発見

17日（2011年）

ドイツで開催された FIFA
女子ワールドカップ決勝
で PK 戦の末、アメリカ
を下し、日本（なでしこ
ジャパン）が初優勝。

サッカー女子W杯
で日本が初優勝

18日（1976年）

モントリオール五輪の
体操でルーマニアのコ
マネチが史上初の 10
点満点を出し、14歳で
世界のトップに。

コマネチが
史上初10点満点

23日（1872年）

イギリス人学者、ブラ
キストンから機械を譲
り受けた福士成豊が「函
館気候測量所」で気象
観測を始める。

日本初の
気象観測始まる

24日（2011年）

東日本大震災で被災し
た３県を除く、44都道
府県でアナログ放送が
終了し、地上デジタル
放送へ完全移行。

テレビが
地デジ放送へ完全移行

29日（1981年）

イギリスのチャールズ
皇太子とダイアナ・ス
ペンサーがロンドンの
セントポール大聖堂で
挙式。

チャールズ皇太子と
ダイアナ挙式

30日（1978年）

沖縄県が日本復帰後６
年目にして、交通ルー
ルを改正し、車の左側
通行が実施される。

沖縄で
左側通行に変更

31日（1987年）

北海道の釧路湿原が国
内２８番目の国立公園
（釧路湿原国立公園）に
指定される。

釧路湿原を
国立公園に指定

27日（1995年）

福岡県を起点とし、鹿児
島県を終点とする３４６.４
kmの高速道路。青森か
ら鹿児島までが高速道
路で結ばれる。 

九州自動車道が
全線開通

28日（1992年）

同年５月に亡くなった、
漫画「サザエさん」の
作者・長谷川町子に対
し、国民栄誉賞が授与
された。

長谷川町子に
国民栄誉賞を授与
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2
0
2
4
年
4
月
1
7
日
　
P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
林
商
会)

「
終
活
瓦
版
」
を
展
開
す
る
株
式
会

社
林
商
会(

滋
賀
県)

は
、
遺
品
整

理
で
手
元
に
残
し
た
も
の
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
残
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思

う
遺
品
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

質
問
で
は
、「
い
い
え
」
が
全
体
の
9

割
近
く
を
占
め
、
遺
品
整
理
で
の
自

分
の
選
択
に
後
悔
し
て
い
る
方
は
少

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
次
に
、

「
は
い
」
と
回
答
し
た
方
に
手
放
し

て
後
悔
し
た
も
の
と
そ
の
理
由
を
詳

し
く
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
靴
】
そ
の
と
き
は
要
ら
な
い
と
思
っ

て
捨
て
た
が
、
今
に
な
っ
て
サ
イ
ズ

も
同
じ
だ
し
履
き
た
く
な
っ
た
か
ら

（
5
0
代
女
性
）

【
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
】
古
い
型
だ
っ

た
の
で
売
却
し
た
が
、
最
近
レ
コ
ー

ド
が
見
直
さ
れ
、
価
値
が
出
て
き
た

の
で
、
残
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と

後
悔
し
た
。（
6
0
代
男
性
）

【
着
物
】
仕
立
て
直
せ
ば
成
人
式
に

娘
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
か
も
し
れ

最
新
！
お
葬
式
に
関
す

る
全
国
調
査

　　株
式
会
社
鎌
倉
新
書
（
東
京
都
）

で
は
2
年
に
1
度
、
喪
主
ま
た
は
喪

主
に
準
ず
る
立
場
を
経
験
さ
れ
た

日
本
全
国
の
4
0
歳
以
上
の
方
に

向
け
て
「
お
葬
式
に
関
す
る
全
国
調

査
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
回
答
の
半
数
が
家
族
葬
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
主
流
に
台
頭
。一

方
で
前
回
と
の
比
較
で
は
家
族
葬

マ
イ
ナ
ス
5
・
7
％
、一
般
葬
は
プ

ラ
ス
4
・
2
％
と
な
り
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
に
。

●
葬
儀
費
用
平
均
の
総
額
は
1
1

９
万
円
で
前
回
よ
り
約
8
万
円
増

加
。 

葬
儀
の
種
類
別
の
金
額
は
、一

般
葬
約
1
6
1
万
円
、
家
族
葬
約

1
0
5
万
円
、一
日
葬
約
8
7
万
円
、

直
葬
約
4
2
万
円
。

●
家
族
葬
、一
般
葬
、一
日
葬
を
実

施
し
た
方
の
過
半
数
が
「
後
悔
し
て

い
る
こ
と
は
な
い
」
と
回
答
。一
方

で
直
葬
・
火
葬
式
の
実
施
者
は
「
後

悔
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
は

3
8
・
7
%
で
し
た
。

「
残
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
…
」と

後
悔
し
た
遺
品
は
？な

い
か
ら
で
す
。
祖
母
の
品
を
孫
娘

が
愛
用
す
る
と
い
う
良
い
思
い
出
を

与
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
後
悔
し
ま
し
た
。（
3
0
代
女
性
）

【
服
・
小
物
】
お
気
に
入
り
だ
っ
た

服
や
小
物
な
ど
も
残
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は

さ
み
し
さ
を
消
す
こ
と
に
必
死
で
大

事
な
も
の
ま
で
も
捨
て
て
い
た
気
が

し
ま
す
。（
2
0
代
女
性
）

【
日
記
帳
】
二
度
と
手
に
入
ら
な
い

し
、
そ
の
頃
の
月
日
が
返
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
し
、
故
人
の
感
じ
方
考

え
方
を
再
現
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

か
ら
で
す
。（
2
0
代
女
性
）

　
手
放
し
た
遺
品
は
二
度
と
戻
っ
て

こ
な
い
の
で
、
遺
品
整
理
は
慎
重
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
家
族
の
死
後
は
精
神
的
な
負
担

が
大
き
く
、
判
断
を
誤
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
気
持
ち
が
落
ち

着
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
遺
品
整
理
を

進
め
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

自
治
体
の
終
活
支
援

葬
儀
社
と
の
生
前
契
約

か
ら
納
骨
ま
で
見
届
け

 

各
地
の
自
治
体
で
身
寄
り
が
な
い

高
齢
者
の
「
終
活
」
を
支
援
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
生
前
に
葬
儀

や
遺
品
整
理
な
ど
に
関
す
る
意
向

を
聞
き
、
死
後
に
備
え
て
も
ら
う
。

単
身
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、

安
心
し
て
人
生
の
最
期
を
迎
え
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
1
5
年
か
ら
終
活
支
援

に
乗
り
出
し
た
。
身
寄
り
の
な
い
低

所
得
の
単
身
高
齢
者
か
ら
納
骨
す

る
場
所
な
ど
を
生
前
に
聞
き
取
る

事
業
で
、
希
望
者
は
2
7
万
円
の
費

用
を
事
前
に
支
払
い
、
葬
儀
会
社
と

生
前
契
約
を
結
ぶ
。
市
は
納
骨
ま
で

を
見
届
け
る
。
事
業
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
引
き
取
り
手
が
な
い
無
縁

遺
骨
が
増
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
市
の

担
当
者
は
「
身
寄
り
の
な
い
人
に
は

生
き
て
い
る
う
ち
に
備
え
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
」
と
強
調
。
2
3
年

度
末
ま
で
に
1
4
6
人
が
登
録
し
、

こ
の
う
ち
7
2
人
が
生
前
の
希
望
通

り
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
。
横
浜
市

で
は
昨
年
度
、
高
齢
化
が
進
む
市
内

の
団
地
で
、
身
寄
り
の
な
い
単
身
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
実
証
実
験
が

始
ま
っ
た
。
社
会
福
祉
士
や
看
護
師

ら
が
支
援
者
と
な
り
、
病
気
に
な
っ

た
際
の
治
療
法
や
死
後
の
対
応
を

確
認
。
介
護
事
業
者
な
ど
が
設
立
し

た
任
意
団
体
が
中
心
と
な
っ
た
取
り

組
み
で
、
市
は
実
証
を
通
じ
、
具
体

的
な
支
援
策
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
一
方
、
静
岡
市
は
今
年
1
月
、
身

寄
り
が
な
い
高
齢
者
の
身
元
保
証

や
死
後
の
事
務
を
請
け
負
う
民
間

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
優
良
な
事
業

者
を
認
証
す
る
制
度
を
創
設
。
契
約

を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
問
題
と
な
る

中
、「
信
頼
で
き
る
事
業
者
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
」
と
の
相
談
が
増
え
て

い
た
と
い
う
。
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
や

解
約
時
の
手
続
き
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
す
る
な
ど
、
市
の
基
準
を
満

た
す
事
業
者
に
3
年
間
の
「
優
良
」

認
証
を
与
え
る
仕
組
み
。
認
証
事
業

者
に
は
毎
年
、
活
動
報
告
を
求
め
る

な
ど
し
て
、
問
題
が
な
い
か
を
確
認

す
る
。
市
の
担
当
者
は
「
民
間
と
手

を
取
り
合
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
話
し
た
。
　

2
0
2
4
年
5
月
1
5
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
鎌
倉
新
書
）

2
0
2
4
年
5
月
7
日
　
時
事
通
信
社
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※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

率先励行   葬儀会館の取組み

楽
天
市
場
で
買
え
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
沖

海
洋
散
骨

　
ご
遺
骨
の
散
骨
や
手
元
供

養
品
の
制
作
等
を
専
門
的
に
ご

提
供
し
て
い
る
お
こ
つ
供
養
舎

（
東
京
都
）は
、A
m
a
z
o
n

や
楽
天
か
ら
の
お
申
し
込
み

で
き
る
東
京
湾
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
沖
の
海
洋
上
で
散
骨

で
き
る
プ
ラ
ン
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
散
骨
葬
の
日
程
は
、

お
申
し
込
み
後
に
ご
希
望
日

を
お
伺
い
し
決
定
。
法
律
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
自
社
で
す

べ
て
を
執
り
行
い
ま
す
。
海

洋
散
骨
に
は
、
お
骨
を
細
か

く
粉
砕
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
郵
送
い

た
だ
き
弊
社
に
て
粉
骨
。
水

溶
性
紙
袋
に
梱
包
し
て
散
骨

葬
の
日
ま
で
当
社
に
て
大
切

に
お
預
か
り
し
ま
す
。
当
日
、

夢
の
島
乗
船
場
よ
り
専
用
船

で
出
港
し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
沖
海
上
に
て
散
骨
を
行

い
ま
す
。

永
田
屋
が
就
職
企
業

人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り

　　
日
本
経
済
新
聞
社
と
マ
イ

ナ
ビ
が
2
5
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
を
対
象
に
実
施
。ラ
ン

キ
ン
グ
は
業
種
ご
と
に
発
表
さ

れ
、
冠
婚
葬
祭
部
門
は
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
関
係
企
業
が
占
め
る

中
、
永
田
屋（
相
模
原
市
）が

専
門
葬
儀
社
と
し
て
唯
一
の

ト
ッ
プ
1
0
入
り
を
果
た
し
た
。

　
今
回
の
ラ
ン
ク
イ
ン
に
田
中

社
長
は「
葬
儀
の
仕
事
は
死
と

向
き
合
う
仕
事
ゆ
え
に
暗
く

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
思
わ
れ
が
ち
。

し
か
し
、そ
れ
は
目
的
を
持
っ

て
働
く
こ
と
、
今
を
生
き
る
こ

と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。
後

悔
の
無
い
人
生
を
送
る
こ
と
、

人
生
の
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
働

く
こ
と
の
大
切
さ
が
学
生
に
も

届
い
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
だ

と
思
う
」と
分
析
。
そ
し
て「
葬

儀
の
仕
事
が
若
い
人
の
憧
れ
の

仕
事
に
な
り
、
働
き
が
い
の
あ

る
業
種
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
業
界
の
先
頭
を
走
っ
て
い

き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
た
。

こ
こ
で
は
、
す
で
に
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
、
業
務
に
役
立
て
て
い
る
葬
儀
社
様
の
事
例

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
導
入
を
検
討
さ
れ
る
際
の

材
料
に
ど
う
ぞ
。

Youtube活用に成功している葬儀社  ーSNS導入事例ー 

2
0
2
3
年
1
2
月
2
7
日

葬
儀
屋
・
j
p 

H
P
よ
り

2
0
2
4
年
5
月
2
3
日 

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

お
こ
つ
供
養
舎
H
P
よ
り
引
用
・
編
集

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

夫への
恋文だけは 即始末
（しらす 茨城県 36歳）

娘(こ)へ遺す
無口な夫の 取説を
（ルーク 東京都 61歳）

エンディング
ノートに残す
母の味

（KAZU 大阪府 75歳）

2/3

❺【
お
葬
式
の
教
科
書
】

く
じ
ら
葬
祭

　
葬
儀
系
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
登
録
者
数
第

2
位
が
、
く
じ
ら
葬
祭
（
東

京
都
）
に
よ
る
『
お
葬
式
の

教
科
書
』
で
す
。

　
代
表
の
谷
島
健
次
さ
ん
の
、

や
さ
し
く
、
丁
寧
で
、
分
か

り
や
す
い
語
り
の
お
か
げ
で
、

不
慣
れ
な
葬
儀
の
知
識
が

す
っ
と
頭
の
中
に
入
っ
て
き

ま
す
。

　
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
定

期
的
な
動
画
配
信
や
、
見
や

す
い
サ
ム
ネ
イ
ル
画
像
も
、

登
録
者
数
が
多
い
理
由
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

❹【
お
葬
式 

終
活
チ
ャ
ン

ネ
ル
】
家
族
葬
の
ウ
ィ
ル

　
2
0
2
0
年
1
1
月
開
設

と
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て

Y
o
u
T
u
b
e
に
取
り
組
ん

だ
の
が
家
族
葬
の
ウ
ィ
ル
。

わ
ず
か
3
年
で
登
録
者
数

2
7
9
0
人
は
、
葬
儀
業
界

の
中
で
は
す
ば
ら
し
い
実
績

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
代
表
の
吉
澤
隆
さ
ん
に
よ

る
語
り
は
と
て
も
や
さ
し
く
、

分
か
り
や
す
く
、
テ
ー
マ
も

葬
儀
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
仏

教
、
お
墓
、
相
続
、
グ
リ
ー
フ

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
終
活
や
供

養
全
般
を
ま
ん
べ
ん
な
く
取

り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
2
2
年
5
月
で
配

信
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

有
益
で
叡
智
に
富
ん
だ
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
早
い
再

開
が
待
た
れ
ま
す
。
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

七

日

（
日
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

平
成
十
六
年
（
ニ
〇
〇
四
年
）

安
永
七
年
（
一
七
七
八
年
）

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
年
）

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）

康
保
四
年
（
九
六
七
年
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
年
）

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）

享
保
六
年
（
一
七
二
一
年
）

昭
和
六
十
ニ
年
（
一
九
八
七
年
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）

三
十
一
日
（
水
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(4)  
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

七

日

（
日
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

平
成
十
六
年
（
ニ
〇
〇
四
年
）

安
永
七
年
（
一
七
七
八
年
）

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
年
）

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）

康
保
四
年
（
九
六
七
年
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
年
）

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）

享
保
六
年
（
一
七
二
一
年
）

昭
和
六
十
ニ
年
（
一
九
八
七
年
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）

三
十
一
日
（
水
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(5)  
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●
従
兄
弟
の
お
通
夜
で
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
重
く
悲
し
い
雰

囲
気
の
中
、
焼
香
が
始
ま
り
ま

し
た
。
私
は
順
番
が
最
初
の
方

だ
っ
た
の
で
す
ぐ
気
が
つ
い
た

の
で
す
が
、
焼
香
と
炭
の
位
置

が
左
右
逆
で
は
な
い
か
？
炭
が

入
っ
て
い
る
は
ず
の
ツ
ボ
に
焼

香
が
左
側
に
置
か
れ
、
焼
香
が

入
っ
て
い
る
は
ず
の
器
に
炭
が

右
側
に
置
か
れ
て
い
ま
す

「
？
？
？
」。
し
か
し
そ
れ
を
そ

の
場
で
指
摘
す
る
勇
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
２
、
３
名
ほ

ど
焼
香
を
済
ま
せ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
遅
れ
て
妻
が
入
っ
て
き
ま

し
た
。
妻
は
故
人
の
夫
人
と
泣

き
合
い
な
が
ら
言
葉
を
交
わ
し

そ
の
ま
ま
急
ぎ
焼
香
台
に
向
か

い
ま
し
た
。「
悪
い
予
感
が
す
る

…
」
妻
は
そ
の
ま
ま
疑
い
も
な

く
焼
香
が
う
っ
す
ら
乗
っ
た
炭

に
指
を
突
っ
込
ん
で「
熱
っ

つ
！
！
！
」
と
な
り
ま
す
。

窒
息
す
る
か
と
思
う
ぐ
ら
い
の

理
不
尽
な
笑
い
が
込
み
上
げ
て

き
ま
し
た
…

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
広
ま
っ

た
家
族
葬

　
都
内
の
葬
儀
会
社
で
働
き

2
0
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
男
性
は
最
近
の
葬
儀
事

情
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　「
近
親
者
と
ご
く
一
部
の
方

だ
け
で
執
り
行
う
家
族
葬
を

望
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
遺
さ
れ
た
家

族
に
お
金
を
あ
ま
り
か
け
さ

せ
た
く
な
い
、
最
後
は
親
し

か
っ
た
人
だ
け
で
送
っ
て
ほ
し

い
…
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う

で
す
。コ
ロ
ナ
を
機
に
密
を
避

け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
急

速
に
広
ま
り
ま
し
た
」

家
族
葬
が
引
き
起
す
悲
劇

　
し
か
し
、こ
の
家
族
葬
を

執
り
行
っ
た
こ
と
で
、
思
わ
ぬ

事
態
に
陥
っ
た
人
も
少
な
く

な
い
と
い
う
。
東
海
地
方
に

住
む
A
さ
ん
（
5
1
歳
）
は
、

「
3
年
前
、
母
を
ガ
ン
で
亡
く

し
、コ
ロ
ナ
禍
で
密
を
避
け
る

た
め
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

父
が
『
最
期
は
ゆ
っ
く
り
時
間

を
共
に
し
て
送
っ
て
あ
げ
た

い
』
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
家

族
葬
を
執
り
行
う
こ
と
に
し

た
ん
で
す
。
参
加
し
た
の
は
私

た
ち
家
族
、母
の
兄
弟
と
親
戚
、

そ
し
て
仲
の
よ
か
っ
た
友
人
数

人
だ
け
で
し
た
」こ
の
家
族
葬

を
選
択
し
た
こ
と
で
、
葬
儀
の

後
に
A
さ
ん
家
族
は
大
き
な
心

労
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。

　「
母
は
と
て
も
社
交
的
で
友

達
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
家

族
葬
を
し
た
こ
と
で
葬
儀
に
呼

ば
な
か
っ
た
方
が
大
勢
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
葬
儀
の

後
、
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

聞
い
た
方
か
ら
の
連
絡
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
か
か
っ
て
き
た
ん

で
す
。
ど
こ
で
調
べ
た
の
か
私

や
妹
の
携
帯
に
も
知
ら
な
い
方

か
ら
電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま
し

た
し
、
自
宅
の
電
話
に
は
涙
声

の
留
守
電
が
入
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
訃
報
を
聞
い

て
線
香
を
あ
げ
に
来
た
方
は
一

様
に
仏
壇
の
前
で
手
を
合
わ
せ

て
涙
を
流
す
ん
で
す
。
そ
の
た

び
に
母
の
思
い
出
を
泣
き
な
が

ら
語
っ
た
り
、
な
か
に
は
『
な
ん

で
葬
儀
に
呼
ん
で
く
れ
な
か
っ

た
ん
で
す
か
！
』
と
父
を
問
い

詰
め
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
人
た
ち
を
一
年
近
く
父
は
相

手
に
し
た
こ
と
で
、
誰
か
が
お

参
り
に
来
る
た
び
に
父
は
亡
く

な
っ
た
母
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

し
ま
い
、
表
情
も
暗
く
な
り
、
塞

ぎ
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」

家
族
葬
は
間
違
っ
て
い
た
の
か

と
自
問
す
る
父
親

　
母
親
の
葬
儀
か
ら
1
年
が
た

ち
、こ
う
し
た
状
況
が
よ
う
や

く
落
ち
着
い
た
あ
る
日
、A
さ

ん
の
父
は
ボ
ソ
ッ
と
「
母
さ
ん
の

た
め
に
は
、
あ
の
葬
式
は
よ
く

な
か
っ
た
の
か
な
…
…
」
と
呟
い

た
と
い
う
。
哀
し
そ
う
に
呟
く

父
親
に「
か
け
る
言
葉
が
な
か
っ

た
」
と
話
す
A
さ
ん
。
で
は
、A

さ
ん
自
身
は
家
族
葬
に
つ
い
て

ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
う
ち
の
場
合
は
、
母
親
が
と
て

も
社
交
的
で
交
友
関
係
広
か
っ

た
の
で
、
家
族
葬
は
間
違
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
亡
く

な
っ
た
人
に
対
す
る
哀
し
み
っ

て
、
仕
事
し
た
り
し
て
普
段
の

生
活
を
し
て
い
く
う
ち
に
薄
ら

い
で
い
く
も
の
で
、い
い
意
味
で

『
忘
れ
ら
れ
る
』
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
う
ち
の
よ
う
に
ひ
っ
き
り

な
し
に
亡
く
な
っ
た
母
の
こ
と
を

涙
な
が
ら
に
話
す
人
を
相
手
に

し
て
い
る
と
、
ず
っ
と
哀
し
い
気

持
ち
の
ま
ま
な
ん
で
す
。こ
れ
、

け
っ
こ
う
キ
ツ
い
で
す
よ
。
ず
っ

と
家
に
い
る
父
親
な
ん
か
は
、そ

う
と
う
堪
え
て
ま
し
た
し
ね
」

　家
族
葬
、
実
は
意
外
と
お
金
が

か
か
る
?

　
先
述
の
葬
儀
会
社
で
働
く
男

性
は
、一
般
的
に
お
金
が
掛
か
ら

な
い
と
さ
れ
る
家
族
葬
に
つ
い

て
、こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
家

族
葬
で
通
夜
と
告
別
式
ま
で
行

う
と
1
0
0
万
円
近
く
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。一
般
的
な
葬
儀
費
用

は
火
葬
代
、
飲
食
費
、
お
坊
さ

ん
へ
の
謝
礼
な
ど
を
含
め
る
と

2
0
0
万
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
葬
儀
で
は
参
列
者
か

ら
の
香
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
列
者
が
増
え
る
と
葬
儀
費
用

は
相
殺
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
家
族
葬
は
参
加
さ
れ
る

方
が
少
な
い
た
め
、
香
典
が
あ

ま
り
集
ま
ら
ず
、
費
用
の
自
己

負
担
が
予
想
外
に
増
え
、
思
っ

た
ほ
ど
安
く
す
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
実
際
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
『
家
族
葬
っ
て

い
っ
て
も
お
金
か
か
る
ん
で
す

ね
』
と
何
度
と
な
く
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
」

多
様
化
し
て
い
く
葬
儀

　
今
後
、
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

終
活
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
伴
い
葬
儀
の
ス
タ
イ
ル

も
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、ス
タ
イ

ル
は
変
わ
れ
ど
、
葬
儀
は
故
人

と
お
別
れ
を
す
る
場
で
あ
り
、

偲
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。
ど
う
な
ろ
う
と
亡
く
な
っ

た
故
人
が
死
ん
で
も
死
に
き
れ

ぬ
思
い
を
抱
く
よ
う
な
も
の
に

は
し
た
く
は
な
い
。

「
な
ぜ
葬
儀
に
呼
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
！
」

家
族
葬
の
後
、精
神
的
苦
痛
に

悩
ま
さ
れ
た
家
族
の
告
白

2
0
2
4
年
3
月
3
0
日

日
刊
S
P
A
! 
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2
0
2
4
年
5
月
2
9
日

P
R 

T
I
M
E
S

（
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
唐
和
）

世
界
初
！
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
に
代
わ
る
ご
遺

体
冷
却
装
置
E
c
o 

P
r
o
t
e
c
t

　
葬
祭
用
品
総
合
商
社
の
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
唐
和
と
、

冷
却
機
器
メ
ー
カ
ー
の
エ
ル

テ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、こ
れ

ま
で
の
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
に
代

わ
る
冷
却
方
法
と
し
て
、
腹

部
・
胸
部
・
頭
部
を
同
時
に

冷
却
で
き
る
ご
遺
体
冷
却
装

置
E
c
o 

P
r
o
t
e
c
t
を

発
売
い
た
し
ま
す
。

　
家
庭
に
あ
る
冷
蔵
庫
の

冷
凍
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
を

応
用
し
、
本
体
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
部
と
冷
却
板
を
シ
リ
コ

ン
パ
イ
プ
で
つ
な
ぎ
、
冷
媒

を
気
体
、
液
体
の
状
態
を
繰

り
返
す
こ
と
で
冷
却
板
を

凍
結
さ
せ
る
装
置
で
、
冷
却

板
を
約
マ
イ
ナ
ス
1
5
度
に

に
冷
や
し
ま
す
。エ
ン
バ
ー

ミ
ン
グ
も
せ
ず
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
も
使
わ
ず
、こ
の
装
置
で

冷
却
す
る
ご
遺
体
保
存
方

法
は
世
界
で
も
初
と
な
り
ま

す
。（
特
許
出
願
中
）

着
火
具
の
い
ら
な
い

お
香
ス
テ
ィ
ッ
ク

「
h
i
b
i
」

　
兵
庫
県
太
子
町
の
神
戸

マ
ッ
チ
株
式
会
社
は

1
9
2
9
年
の
創
業
以
来
、

マ
ッ
チ
の
生
産
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
1
0
0

円
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
普
及

や
健
康
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、マ
ッ
チ
の
需
要
が
急
減

し
、
2
0
0
3
年
に
は
赤
字

に
転
落
し
ま
す
。
3
代
目
の

嵯
峨
山
真
史
さ
ん
（
5
5
）

は
培
っ
た
着
火
技
術
を
見

つ
め
直
し
、
擦
っ
て
火
を
つ

け
る
マ
ッ
チ
型
の
お
香

「
h
i
b
i  
1 0
M
I
N
U
T
E
S 

A
R
O
M
A
」
を
、
地
元
線

香
メ
ー
カ
ー
と
3
年
半
か

け
て
開
発
。
月
産
で
9
0
万

個
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
祖
業

の
マ
ッ
チ
製
造
を
や
め
る
決

断
を
下
し
な
が
ら
も
、
技

術
自
体
は
持
ち
続
け
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
ま

し
た
。

　
h
i
b
i
は
マ
ッ
チ
と
同

　
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
マ
イ
ナ

ス
7
8
・
5
度
と
超
低
温
の

為
、
細
胞
膜
が
破
壊
さ
れ
低

温
や
け
ど
の
状
態
で
ご
遺
体

を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す

が
、
当
商
品
は
腹
部
・
胸
部

か
ら
頭
部
ま
で
約
マ
イ
ナ
ス

1
5
度
で
優
し
く
冷
却
し
ま

す
の
で
皮
膚
を
傷
つ
け
る
こ

と
な
く
ご
遺
体
を
保
全
し

ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
は
密
室
で
使
用
す
る
と
酸

欠
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
が
、
当
商
品
は

C
O
2
を
出
さ
な
い
の
で
、

ご
遺
族
様
や
ス
タ
ッ
フ
の
安

全
が
確
保
で
き
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
営
理
や

入
替
、
補
充
に
手
間
と
人
件

費
が
か
か
り
ま
す
が
当
商

品
は
、そ
れ
ら
を
省
く
事
で
、

コ
ス
ト
を
削
減
し
ま
す
。

　
C
O
2
を
出
さ
い
な
い
当

商
品
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ

と
で
こ
れ
ら
を
「
削
減
」
で

は
な
く「
ゼ
ロ
」に
し
、よ
り
、

S
D
G
s
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

様
、
先
端
の
頭
薬
を
箱
で

擦
っ
て
火
を
つ
け
、
専
用

マ
ッ
ト
に
置
く
と
約
1
0
分

間
、
香
り
を
楽
し
め
る
仕

組
み
で
す
。
マ
ッ
チ
と
一
体

化
し
た
お
香
で
、
香
り
は
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

な
ど
1
6
種
類
。

　
2
0
1
5
年
に
発
売
を

始
め
る
と
、
月
産
9
0
万
箱

の
大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り

ま
し
た
。
画
期
的
な
仕
様

と
デ
ザ
イ
ン
が
評
価
さ
れ
、

2
0
1
9
年
の
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
で
グ
ッ
ド
フ
ォ
ー
カ

ス
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や

国
内
の
小
売
店
で
販
売
す

る
ほ
か
、
3
0
カ
国
以
上
に

輸
出
し
て
い
ま
す
。
売
り
先

は
国
内
が
7
割
、
海
外
が
3

割
で
す
。2

0
2
4
年
5
月
1
0
日

ツ
ギ
ノ
ジ
ダ
イ

【
教
養
と
し
て
の
ミ
イ
ラ

図
鑑
】

　著
者
／
ミ
イ
ラ
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

出
版
／ 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

実
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知

ら
な
い
ミ
イ
ラ
の
最
新
の
研

究
結
果
と
こ
れ
ま
で
に
な
い

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
で
見
せ
た
の
が
本
書
。

「
死
」
を
永
遠
の
命
の
形
と

し
て
表
し
た
ミ
イ
ラ
は
私
た

ち
に
何
を
語
り
か
け
て
く
る

の
か
？
人
気
の
仏
教
学
者

の
佐
々
木
閑
氏
、
博
物
館
学

者
の
宮
瀧
交
二
氏
、
文
化
人

類
学
の
著
述
家
田
中
真
知

氏
の
監
修
と
解
説
と
コ
ラ
ム

で
展
開
す
る
唯
一
無
二
の

「
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
」

楽
し
め
る
ミ
イ
ラ
学
本
。

【
誰
も
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
お
葬
式
の
極
意
】

　著
者
／ 

木
部 

克
彦

出
版
／
言
視
舎

お
葬
式
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
？
お
葬
式
の
簡
素

化
は
時
代
の
声
。
で
も
な
ん

で
も
「
省
く
」
で
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？
コ
ロ
ナ
禍
で
浮

上
し
た「
そ
も
そ
も
の
問
題
」

を
解
決
し
ま
す
。

●
誰
も
か
れ
も
「
家
族
葬
」

で
い
い
の
で
す
か
？
　

●
戒
名
は
必
要
で
す
か
？

●
お
葬
式
は
「
過
酷
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
ふ
せ
ぐ
に
は
？
　

●
人
間
だ
け
が
お
葬
式
を

し
ま
す
。
A
I
は
そ
れ
を
理

解
で
き
な
い
　
等
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
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7月（文月・July）

１日（1968年）

郵便事業のオートメー
ション化を推進するた
めに３桁または５桁の
郵便番号が導入。

郵便番号制度が
実施される

2日（1951年）

1946 年に創設された
ユネスコ（国際連合教
育科学文化機関）に日
本が加盟する。

日本が
ユネスコに加入

3日（1990年）

1951 年のこの日、日本
で初めてソフトクリーム
が販売。これにちなん
で日本ソフトクリーム協
議会が制定。

ソフトクリーム
の日

4日（1951年）

第１回プロ野球オール
スターゲームの第１戦
が甲子園球場で開催さ
れ、巨人の川上哲治が
MVPを獲得。

初のプロ野球
オールスターゲーム開催

7日（1970年）

ファミリーレストラン
「すかいらーく」１号店
（国立店）が開店。日本
で最初のファミレスと
なる。

日本初の
ファミレスが開店

8日（1881年）

福沢諭吉門下の阿部泰蔵
らにより『有限明治生命
保険社（現：明治安田生
命）』が設立。日本初の近
代的生命保険会社となる。

日本初の
生命保険会社設立

9日（1955年）

ローラーコースターが
常設され、ジェット機
にちなんで「ジェット
コースター」と名付け
られる。

後楽園ゆうえんち
が開園

10日（1966年）

翌年 4月9日までの放
送で全 39 話。平均視
聴率は 36.8%、最高視
聴率は42.8%を記録し
た人気番組だった。

ウルトラマンが
放送開始

13日（1886年）

東経135度（兵庫県明
石市）を日本の標準時
として、翌々年の明治
21年１月１日より実施
することが決まる。

日本標準時が
制定される

14日（1965年）

アメリカの火星探査機
「マリナー４号」が火星
に最接近。史上初めて
地球以外の惑星表面の
撮影に成功。

史上初の火星の
表面撮影に成功

15日（1983年）

任天堂が家庭用ゲーム
機、ファミリーコンピュー
タ（ファミコン）を発売。
全世界で約６,２９１万台の
ヒット。

ファミコン
発売

16日（1885年）

この日開業した日本鉄
道東北本線の宇都宮駅
で、日本初の駅弁が発
売された。

駅弁記念日

19日（1960年）

長崎県出身の中山マサ
が第一次池田内閣に厚
生大臣として入閣。日
本初の女性閣僚となる。

日本初の
女性大臣誕生

20日（1969年）

アメリカの有人宇宙船
「アポロ 11 号」が月面
に着陸。人類が初めて
月面に降り立つ。

アポロ11号が
月面着陸

21日（1896年）

山陽鉄道会社が発行。
通常の往復料金の半額
を 25 倍にし、それを
半額にする算出方法。

日本初の
通学定期券発行

22日（1899年）

日本で著作権法（旧著
作権法）が制定。１ヶ
月後、著作権保護の基
本条約「ベルヌ条約」
に加盟。

日本の
著作権制度が創設

25日（1978年）

イギリスのオールダム
総合病院で世界初の体
外受精児（試験管ベ
ビー）が誕生。

世界初の
試験管ベビー誕生

26日（1945年）

アメリカ、イギリス、
中国の三国の首脳が日
本に対して発した第二
次世界大戦降伏勧告の
宣言。

ポツダム宣言
を発表

5日（1996年）

スコットランドのロス
リン研究所で、世界初
のほ乳類の体細胞ク
ローンである雌羊のド
リーが生まれる。

世界初のクローン羊
ドリーが誕生

6日（1925年）

零式艦上戦闘機（ゼロ
戦）の試作器による試
験飛行が始まる。海軍
の要求で堀越二郎が設
計。

ゼロ戦の日

11日（1968年）

創刊時は月２回発売、
翌年10月から週刊化さ
れた。1995 年には 653
万部という漫画雑誌の
最高発行部数を記録。

週刊少年ジャンプ 
が創刊

12日（1984年）

島根県の荒神谷遺跡で
弥生時代に製作された
とみられる銅剣を 358
本発見。すべて国宝に
指定された。

荒神谷遺跡で
多数の銅剣を発見

17日（2011年）

ドイツで開催された FIFA
女子ワールドカップ決勝
で PK 戦の末、アメリカ
を下し、日本（なでしこ
ジャパン）が初優勝。

サッカー女子W杯
で日本が初優勝

18日（1976年）

モントリオール五輪の
体操でルーマニアのコ
マネチが史上初の 10
点満点を出し、14歳で
世界のトップに。

コマネチが
史上初10点満点

23日（1872年）

イギリス人学者、ブラ
キストンから機械を譲
り受けた福士成豊が「函
館気候測量所」で気象
観測を始める。

日本初の
気象観測始まる

24日（2011年）

東日本大震災で被災し
た３県を除く、44都道
府県でアナログ放送が
終了し、地上デジタル
放送へ完全移行。

テレビが
地デジ放送へ完全移行

29日（1981年）

イギリスのチャールズ
皇太子とダイアナ・ス
ペンサーがロンドンの
セントポール大聖堂で
挙式。

チャールズ皇太子と
ダイアナ挙式

30日（1978年）

沖縄県が日本復帰後６
年目にして、交通ルー
ルを改正し、車の左側
通行が実施される。

沖縄で
左側通行に変更

31日（1987年）

北海道の釧路湿原が国
内２８番目の国立公園
（釧路湿原国立公園）に
指定される。

釧路湿原を
国立公園に指定

27日（1995年）

福岡県を起点とし、鹿児
島県を終点とする３４６.４
kmの高速道路。青森か
ら鹿児島までが高速道
路で結ばれる。 

九州自動車道が
全線開通

28日（1992年）

同年５月に亡くなった、
漫画「サザエさん」の
作者・長谷川町子に対
し、国民栄誉賞が授与
された。

長谷川町子に
国民栄誉賞を授与

(８)  




